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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、政府や日銀による経済政策や消費税増税延期等の景気刺激策はある

ものの、個人消費は依然として厳しく、また、年初から続く円高の進行により輸出企業を中心とした業績の不安定

さが見られ、景気の停滞感が続きました。 

一方、海外においては、米国経済は雇用や個人消費並びに企業業績も堅調に推移し、欧州においても緩やかな回

復基調が見られるものの、英国のＥＵ離脱問題による政治・経済の不安定要因を抱えています。アジアにおいては

中国経済が消費・投資ともに減速傾向が続いており、その他のアジア諸国でも伸び悩む傾向が見られ、依然として

先行き不透明な状況にあります。 

このような環境のもと、当社グループはアジア圏を中心に販売活動を強化するとともに生産体制の再構築を推進

し、経営の効率化と一層のコスト削減に取り組んでまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループの業績は、売上高332億18百万円（前年同期比4.5％減）、

営業利益45億13百万円（前年同期比7.2％増）、経常利益41億３百万円（前年同期比10.0％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は29億36百万円（前年同期比8.7％減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

〔国内ベルト事業〕 

自動車用ベルトは、補修用ベルトの売上高は前年同期並みに推移しましたが、組み込みライン用は、ベルト非装

着車種の影響もあり微減となったことから、全体では前年同期並みで推移しました。 

一般産業用ベルトは、金属製品の売上高が減少しましたが、射出成形機向け大型タイミングベルトの拡販などに

より、全体では横ばいとなりました。ＯＡ機器用ベルトは、ユーザの中国市場向け機種の減少影響などから、売上

高は減少しました。 

また、合成樹脂素材は半導体・液晶製造装置向けの販売が堅調であったものの、一部の仕入商品の販売が減少し

たことから、前年同期並みとなりました。搬送ベルトは食品業界向けの販売が好調に推移し、売上高が増加しまし

た。 

その結果、当事業の売上高は134億88百万円（前年同期比1.0％減）、営業利益は32億54百万円（前年同期比

8.9％減）となりました。 

 

〔海外ベルト事業〕 

欧州では、一般産業用ベルトの売上高は前年同期と比較して微減となりましたが、自動車用ベルトは四輪車向け

の販売が好調であったことから売上高が増加し、全体では前年同期並みとなりました。 

米国では、自動車やスノーモービル向け補修需要の落ち込みにより、自動車用ベルトの売上高が減少しました

が、一般産業用ベルトは新規需要の獲得により売上高が好調に推移し、全体では横ばいとなりました。 

一方、アジアでは、自動車用ベルトは中国や東南アジアを中心に四輪車向けの売上高が好調を維持したことに加

え、二輪車の補修需要も増加したことから、売上高が伸長しました。また、一般産業用ベルトも、中国やタイにお

いて農業機械向けの販売が増加しました。ＯＡ機器用ベルトは、日系ユーザ向けを中心に前年同期並みとなりまし

た。 

その結果、当事業の売上高は現地通貨ベースでは前年同期を上回る結果となりましたが、為替が前連結会計年度

より円高に推移していることにより、邦貨ベースでは減少し、売上高は150億63百万円（前年同期比8.4％減）、営

業利益は20億56百万円（前年同期比19.6％増）となりました。 

 

〔建設資材事業〕 

土木部門は廃棄物処分場関連の売上高が前年同期並みに推移しましたが、建築部門は建設投資が低調であったこ

とから売上高が減少し、全体では売上高が減少しました。 

その結果、当事業の売上高は23億91百万円（前年同期比4.8％減）、営業利益は１億12百万円（前年同期比

167.2％増）となりました。 

 

〔その他〕 

その他には、エンジニアリング ストラクチュラル フォーム、ナノ粒子を応用した新製品、仕入商品等が含まれ

ております。 

その他の売上高は22億75百万円（前年同期比3.1％増）、営業利益は97百万円（前年同期比36.9％増）となりま

した。 
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末は、有形固定資産の減少等により固定資産が８億64百万円減少したものの、現金及

び預金の増加等により流動資産が９億２百万円増加したことから、総資産は前連結会計年度末比38百万円増加の

873億16百万円となりました。

また、負債も、固定負債が９億21百万円減少したものの、流動負債が17億28百万円増加したことにより、前連結

会計年度末比８億７百万円増加の283億34百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が23億69百万円増加したものの、自己

株式の取得８億44百万円のほか、為替の影響等によりその他の包括利益累計額が22億94百万円減少した結果、前連

結会計年度末比７億69百万円減少の589億81百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の68.5％から67.5％に低下しました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

海外経済は、米国経済が雇用環境や企業業績が堅調に推移する一方、欧州では英国のＥＵ離脱問題による下振れ

リスクを抱えており、また、アジアでは依然として続く中国経済の景気減速影響により、その他諸国においても不

安定な経済環境が続くと予想されます。国内では、景気回復の兆しは見られるものの、円高による輸出企業の停滞

感は依然続くと見られ、加えて海外経済の不透明感により、今後も予断を許さない状況が続くものと予想されま

す。 

このような状況の中、当社グループは利益確保のための積極的な活動に努めたことから、平成29年３月期の通期

連結業績予想の見直しを行い、平成28年８月５日発表の予想を修正いたしました。 

詳細につきましては、本日（平成28年11月８日）公表の「平成29年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値

と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
 

［前提条件］ 

主な為替レートは、103円／米ドル、115円／ユーロで計画を策定しています。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号  平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号  平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 24,803 25,819 

受取手形及び売掛金 14,146 14,595 

商品及び製品 11,230 10,685 

仕掛品 1,640 1,551 

原材料及び貯蔵品 2,178 2,317 

その他 1,404 1,349 

貸倒引当金 △87 △99 

流動資産合計 55,316 56,218 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,413 6,427 

機械装置及び運搬具（純額） 7,267 6,357 

工具、器具及び備品（純額） 1,815 1,908 

土地 4,286 4,224 

建設仮勘定 599 917 

有形固定資産合計 20,382 19,835 

無形固定資産 70 70 

投資その他の資産    

投資有価証券 11,182 10,868 

その他 343 334 

貸倒引当金 △17 △11 

投資その他の資産合計 11,508 11,190 

固定資産合計 31,961 31,097 

資産合計 87,278 87,316 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,597 7,878 

短期借入金 4,952 5,865 

未払法人税等 473 829 

賞与引当金 719 776 

その他 4,190 4,310 

流動負債合計 17,933 19,661 

固定負債    

長期借入金 4,195 3,519 

退職給付に係る負債 1,151 1,142 

役員退職慰労引当金 23 24 

その他 4,224 3,987 

固定負債合計 9,594 8,673 

負債合計 27,527 28,334 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,150 8,150 

資本剰余金 3,927 3,927 

利益剰余金 45,091 47,460 

自己株式 △3,167 △4,011 

株主資本合計 54,001 55,526 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,279 6,068 

為替換算調整勘定 △245 △2,365 

退職給付に係る調整累計額 △285 △248 

その他の包括利益累計額合計 5,748 3,454 

純資産合計 59,750 58,981 

負債純資産合計 87,278 87,316 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 34,792 33,218 

売上原価 23,769 22,123 

売上総利益 11,022 11,095 

販売費及び一般管理費 6,811 6,582 

営業利益 4,210 4,513 

営業外収益    

受取利息 53 50 

受取配当金 195 212 

為替差益 180 － 

その他 118 161 

営業外収益合計 547 424 

営業外費用    

支払利息 19 21 

為替差損 － 697 

その他 180 114 

営業外費用合計 199 833 

経常利益 4,558 4,103 

税金等調整前四半期純利益 4,558 4,103 

法人税等 1,342 1,166 

四半期純利益 3,216 2,936 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,216 2,936 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 3,216 2,936 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △900 △211 

為替換算調整勘定 △928 △2,119 

退職給付に係る調整額 27 37 

その他の包括利益合計 △1,801 △2,293 

四半期包括利益 1,414 642 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,414 642 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 
（注２） 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
（注３） 

 
国内 
ベルト 

海外 
ベルト 

建設資材 計 

売上高                

外部顧客への売上高 13,623 16,450 2,512 32,585 2,206 34,792 － 34,792 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

4,353 1,490 － 5,843 708 6,551 △6,551 － 

計 17,976 17,940 2,512 38,428 2,915 41,344 △6,551 34,792 

セグメント利益 3,572 1,719 42 5,334 71 5,405 △1,195 4,210 

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△1,195百万円には、セグメント間取引消去190百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,385百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３  セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成28年４月１日  至  平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 
（注２） 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
（注３） 

 
国内 
ベルト 

海外 
ベルト 

建設資材 計 

売上高                

外部顧客への売上高 13,488 15,063 2,391 30,943 2,275 33,218 － 33,218 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

4,279 976 0 5,255 780 6,036 △6,036 － 

計 17,767 16,039 2,391 36,199 3,056 39,255 △6,036 33,218 

セグメント利益 3,254 2,056 112 5,422 97 5,520 △1,007 4,513 

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△1,007百万円には、セグメント間取引消去451百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,458百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３  セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法

の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る

減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、これによるセグメント利益に与える影響は軽微であります。 
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